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1　 目　 的

　多細胞 動物の 組織 を簡単に観察する手 法を用

い て 、様 々 な動物 の 器宮 の つ く りに関連 し た教

材、 実習を考案し て い る （
’
10−

‘
13）。 例えば 、

マ ウス ・甲殻類 の 組織 の 観察 、
ニ ワ トリ胚 の 観察、

小腸 ・精巣の 分裂組織の 観察、ツ ＋ や カ ・lt　yL　｛” 　jli
い た解潮と組識 の 観察 、

ヒ ドラの組織の観察を報

告 した 。 今回 、 昨年度の ヒ ドラ、ナ ミウズ ム シ、

イ モ リ幼生に加 え 、 カイ メ ン ・ミ ミズ を用 い 、よ

り多様な多細胞 動物 の 休 の 擢鮒 陸 観鬟鷺 、系統 と

i瑚連 し た 体の 復雑化を理解す る授業・実習案を考

案 した の で 報告する。 また、高等学校で実践した

結果 も含め て 報告する 。

2 　 材郭と方法

（1）身近な動物 の解剖 ・組織実習

材料 ： カイメン 、ヒ ドラ、ナ ミウズ ム シ 、ミミ

ズ
、 イ モ リ幼垈 。

固定 ：60inmシ ャ
ーレ に少量の水 を入れ放置 し、

体が 充分に伸長 して い る状態に した 。 多量の プ

ア ン 氏 置定液を加え 、 短時間で 固定・保存 した 。

（2）凍結包埋剤と簡易凍結徒手切片法は昨年報

告した方法を用い た （図 1）。20％エ タノ
ール で

置換 したブ ロ ッ コ リー
の 鑓を保持体として 用 い

た。凍結包埋剤 として OCT コ ン パ ウン ド （サ ク

ラ精機）を用 い た 。 切片は市販 の マ イヤ im 氏ヘ

マ トキ シ リン ・トル イ ジン ブル ーで染色 した 。

図 1　 簡易凍結徒手切片法による薄切ぐ13年本学会）

3　 鞘果と考察

　今園観察 した ダイダイイ ソ カイ メ ン （図 2左

上）の組織図を示す 。 教科書の 摸式図と違 い
、 細

總や骨片が散在 し、整 っ た構造を して い ない こ と

が明瞭で あ る 。 小 孔 に向い て い る 立襟鞭毛細胞

（右上 図）、 ア メ
ーバ 細胞 ・扁平細胞 （図左下）、

卵細胞 （図右下）等の 細胞分化が見 られ る 。

　カイ メ ン と比較する と 、
ヒ ドラの 体が整然 とし

た細胞層で出来て い る こ とが明瞭 にわ か る （図

3）。
ヒ ドラの 体が外胚葉と内胚葉の 2 層か らな

る こ と、中摎の 存在、外胚葉 と内胚葉 の 細胞層を

形成し 、 腸の 形成 と体外消化機能の 出現が理解で

きる。

　画 4 　ミ ミズ （左） とイモ リ幼生 （霜）の横断面

　また、ミミズやイ モ リ幼生 の横断薗か ら、 体腔

の 葎在が わか る 。 特に、イ モ リ幼生の横断面か ら

は、腹腔の 中に、腸間膜で背側 に連結 された腸 が

存在し、肝臓、膵臓 、 脾臓が派生する前の 脊椎動

物の 基本構造が よく理解で きる。 こ の ように、体

の複雑化を学ぶ新たな実習が可能で ある 。

　本研究の
一
部は科研費（番号 25350198）に よっ た。

一150一
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


